
 

令和元年度  

第 2 回 神戸市夜間景観形成実施計画推進委員会 

日時：令和元年 12 月 6 日(金) 14 時 00 分～ 

場所：三宮国際ビル 7 階 701 大会議室 

 

≪会議次第≫ 

 

開会 

 

1．議 題 

(1) 地域団体等からの情報提供について 

 ・フラワーロード沿道まちづくり協議会 

 ・南京町景観形成協議会 

 ・ハーバーランド運営協議会 

 ・三宮駅南・光のデッキ回廊委員会 

 ・関西電力(株) 

 

(2) 各局取り組みおよび進捗状況の報告について 

 ・（一財）神戸観光局 

・神戸市立博物館 

・都市局計画部景観政策課 

 

(3) 夜間景観形成実施計画の見直しについて 

   ・検証、評価の整理について 

 

２．その他 

 

閉会 
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神戸市夜間景観形成実施計画推進委員会 委員名簿（令和元年度） （敬称略・順不同） 
 

区 分 氏 名 備 考 

学識経験者等 

三輪 康一 神戸大学 名誉教授（委員長） 

福田 知弘 大阪大学大学院工学研究科 准教授 

長町 志穂 ㈱ＬＥＭ空間工房 代表取締役 

山本 直実 神戸商工会議所 地域政策部長 

地域団体等  

谷守 正康 フラワーロード沿道まちづくり協議会 

福浪 秀光 フラワーロード美緑花推進協議会 

南 嘉邦 旧居留地連絡協議会 都心づくり委員会 委員長 

施 蓮棠 南京町景観形成協議会 会長 

谷澤 広 みなと元町タウン協議会 神戸元町商店街まちなみ委員会 

渡辺 真二 メリケンパーク協議会 会長 

友成 光裕 ハーバーランド運営協議会 来街促進委員会 代表 

事 業 者 等  

三井 豊和 阪神高速道路株式会社 計画部 道路環境室 

近崎 雄一 ＪＡＴＡ関西支部兵庫地区委員会 委員長 

梶岡 修一 三宮駅南・光のデッキ回廊委員会 代表幹事 

（オブザーバー） （敬称略・順不同） 

氏 名 備 考 

加宮 義隆 関西電力㈱ 地域エネルギー本部 地域エネルギー開発グループ  

土谷 穣 国土交通省 神戸運輸監理部 総務企画部 企画課 課長 

（幹 事）  （敬称略・順不同） 

氏 名 備 考 

岡田 渉 企画調整局 産学連携ラボ 創造都市担当課長 

安藤 義治 行財政局 庁舎管理課 課長 

安居 大樹 経済観光局 観光ＭＩＣＥ部 観光企画課 課長 

小松 恵一 建設局 道路部 工務課 課長 

重藤 洋一 建設局 公園部 整備課 課長 

山根 正利 建築住宅局 建築技術部 技術管理課 課長 

白波瀬 浩司 港湾局 計画部 ウォーターフロント計画課 課長 

大下 和宏 中央区 総務部 まちづくり課 課長 

下辻 光輝 一般財団法人 神戸観光局 観光部 担当部長 

清水 陽 都市局 都心再整備本部 都心再整備部 都心三宮再整備課 課長 

西 修 都市局 計画部 景観政策課 担当部長 （事務局） 

務局） 



 

 

 

 

 

 

 

 

議題（１）  

地域団体等からの情報提供について 
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対象エリア ： 都心 ・ ウォーターフロントエリア
重点地区 ： ７地区

１） 神戸市夜間景観形成実施計画の概要

基本的な考え方

１ ． 光の取り組みについて

神戸市は、神戸らしい夜間景観にさらにみがきをか
け、「デザイン都市・神戸」の都市ブランド力を高め
るため、優先地区を選定し、重点的に取り組むハー
ド・ソフト・しくみづくりでの具体的施策をまとめた実
施計画をH24年3月に策定しました。
「夜間景観形成基本計画」（H16年3月策定）の地
区別実施計画として、都心・ウォーターフロントエリ
アが対象です。

市民・事業者・大学等・行政が連携した取組みを進
めていき、「滞在型観光の促進」や「産業・文化の復
興」にも寄与していくこととします。

①光の質の向上

地域特性に応じた「光のコンセプト」を設定し、
既存の資源を活かす照明整備や、ライトアップ
施設のリニューアルなど、一つ一つの光の質を
高める光の演出を行います。

②引き算のデザイン

空間づくりのテーマ

②引き算のデザイン

まぶしすぎる照明などへの輝度の抑制や回転
灯の禁止など、不要な光を無くし、主役を引き
立たせるような光の整理を行います。

③環境への配慮

街路灯のLED化などにより消費電力の削減を
進め、地球にやさしい光環境を創造します。

具体的施策（フラワーロード沿道北地区）

ハード施策 ソフト施策フラワーロードの照明整備 夜間の都心を楽しむための仕掛け作り

電球色を基調とした樹木・花壇・彫刻を活かした光の演出 街歩きやイベントの開催

３



１） ガイドラインの位置づけ

２） 基本目標

フラワーロード沿道北地区でのガイドライン２ ． フラワーロード沿道北地区でのガイドライン

「まちのあかりのガイドライン」は、夜間景観形成実施計画に基づく質の高い魅力的な夜間
景観を実現するため、住民、事業者等自らが、地区の目指す目標を定め、まもるべき光のル
ールや具体的な光の工夫 （照明デザインによる光の演出方法） をとりまとめたものです。
今後、照明計画を考える際に、このガイドラインを活用することで、地域にふさわしく一体と
なったより魅力的な夜間景観づくりを推進していきましょう。

実施計画 税関線沿道地区
光のコンセプト
都心を貫く「シンボリックな光」の演出
に沿って、以下の３つの基本目標を定めます。

新神戸駅から海へとつながる「フラワーロード」の全体の統一感を持たせるとともに歴史を
鑑み「流れ」を意識しながら現在進められている歩道照明（花や彫刻のライトアップ等）との連
携を図り、より良い夜間景観の創造を目指します。

① 上品な落ち着き

② 明るさ感と温かみ

③ やすらぎと安心感

①上品な落ち着き
眩しく強い光を避けた細やかな照明演出や、ビル
の光を統一した美しさなど、駅に降り立った人を優
しく迎え入れる光を創り出す。

⇒直接強い光が目にはいらないような工夫や光の
リズムを創り出す。

②明るさ感と温かみ
建物から溢れ出る温かみのある光が神戸を訪れ
る人を迎え入れる。

⇒穏やかな光で鉛直面輝度を重視し、明るさ感を
演出。特に低層部は、温かみのある色味の光源
(2400K~3500K）を用いる。

③やすらぎと安心感
低層部は、温かみのある色味の植栽や壁面の光
が、歩道面の花や緑へのライトアップとあいまって
やすらぎと安心感を演出する。

⇒低い位置の光がつながることで、「流れ」を意識
するとともに、行き交う人々に安心感を与える。

５



４． ガイドラインチェックリスト

１）建物の場所

２）建物の用途（例.ɻ1F貸店舗ɻ2F貸事務所ɻ3F～8F賃貸マンション）

３）チェック項目

A B C D E
床からのアッパーライトなどを用い、

壁面を照らす工夫ができているか
内照式の光壁や間接照明などを用い、

やさしい光の演出ができているか
光源が隠されているか

見えている場合は、カバーを取り付ける

などの工夫ができているか

歩行者目線で見た時、眩しく感じないか

温かい色味（2400K～3500K）の照明器具

を使っているか

草木や植栽への光との調和はとれているか

人や植栽が美しく見えるか

①鉛直面の輝度を重視する

②グレアフリー

③最適な色温度

光

の

7

つ

の

原

則

自己評価
項目

④高い演色性

１７

リズミカルな明るさを分布させているか

刻々と変化する夜景を演出しているか

効率的に明るさを確保できているか

４）その他

A B C D E

直接強い光が目に入らないような工夫や、

ビルの光を統一した美しさなどで、

歩行者を優しく迎え入れる光の演出ができ

ているか

穏やかな光で鉛直面を照らし、

明るさ感や温かみを演出できているか

植栽などへの光との調和や、

低層部の光のつながりを意識できているか

①上品な落ち着き

②明るさ感と温かみ

③やすらぎと安心感

基

本

目

標

⑥オペレーション

⑦適正照度

⑤快適な陰影

自己評価
項目

強く眩しい光になっていないか

電球色、温かい色の光を使っているか
①内照式屋外広告物の設置

②外構、植栽への照明
強く眩しい光になっていないか

電球色、温かい色の光を使っているか



 

＜南京町ランターンフェア＞ 

期 間 ： 2019 年 12 月 5 日（木）～2020 年 1 月 15 日（水） 

時 間 ： 16:00 頃（暗くなる頃）～22:00 頃 

内 容 ： 南京町広場を中心に 400 個以上の中国提灯を吊るし、夜の雰囲気を演出します 

点灯式 ： 16:30 頃～ 梅花書道家 陳 展氏による花文字の実演と 

                     川上弦太カルテッドによるジャズライブ 

      17:00 頃  爆竹の音と共に点灯 

      17:00 頃～ 川上弦太カルテッドによるジャズライブ 

                        ※ 花文字は期間中あづまやに展示します 

主 催 ： 南京町商店街振興組合 

          〒650－0023 神戸市中央区栄町通 1－3－18 

          TEL:078(332)2896  FAX:078(332)2897   

http://www.nankinmachi.or.jp 

協 力 ： 南京町景観形成協議会 
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「～1,000mの光の回廊～ KOBE LIGHT MESSAGE in 2019 ～ECO ANGEL～」

2019年11月22（金）～12月25日（水）

※2019年11月22日（金）撮影

三宮駅南・光のデッキ回廊委員会



【CORRIDOR1.神戸阪急～JR三ノ宮駅】

【CORRIDOR2.神戸マルイ～交通ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ】



【CORRIDOR3.神戸阪急三宮駅～JR三ノ宮駅】

【CORRIDOR4.ミント神戸前】



光のまちづくり推進委員会について

光のまちづくり推進委員会
2019年12月6日(⾦）

2019年度 第1回 光のまちづくり推進委員会［2019.11.28開催] 資料抜粋
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水と光のまちづくり推進会議 〔事務局︓大阪商工会議所）

大阪・光の饗宴実⾏委員会

【実⾏委員会】
［実⾏委員⻑］
大阪府都市魅⼒創造局⻑

［委員］
大阪市 経済戦略局理事
関⻄経済連合会 産業部⻑
大阪商工会議所 地域振興部⻑
関⻄経済同友会 企画調査部課⻑
⼤阪観光局常務理事
光のまちづくり推進委員会事務局⻑

［事務局］
大阪府・大阪市・大阪観光局

（活動概要）

◆毎年冬に⼤阪・中之島を中心に開催
されるｲﾍﾞﾝﾄ｢大阪・光の饗宴｣の企画、
運営及びプロモーション活動の検討、実施

光のまちづくり推進委員会
〔事務局︓関経連・関電〕

〔委員⻑〕橋爪教授
〔構 成〕大阪府

大阪市
大阪商工会議所
関⻄経済連合会
大阪観光局
光関係団体
照明関係企業 等

（活動概要）
◆日常の夜間景観向上に向けた取組
・夜間景観向上に向けたグランドデザ
インの策定及び具体的な方向性の
検討
・既存の橋梁、橋脚のライトアップ整備

水都大阪コンソーシアム

【構成団体】
・経済界（大商・関経連・同友会）
・⾏政（⼤阪府・⼤阪市）
・大阪観光局 ・船運団体 ・学識

（活動概要）

◆大阪の都心を囲む水の回廊を活かし
舟運や水辺空間を活用した地域活
性化の実現

2012年12月に策定された
「⼤阪都市魅⼒創造戦略」
における、3つの重点取り組み
の中の一つ

水と光のまちづくり 組織概要について １



グランド
デザイン

第１フェーズ
2010年～2013年

第２フェーズ
2014年～2016年

第３フェーズ
２０１７年～２０１９年

u 中之島エリア内の橋梁や堂
島川護岸の ライトアップ等
が拡大

l 中之島エリアを中心に公共投資による光景観が民間
投資を誘発

l 日常の光として365日楽しめる風景が確立されつつある

u 大阪・光の饗宴開催 l 大阪活性化に向け、官民協働によるモデル事業の
創出

l 多様な主体による非日常の光が四季折々の魅力を
形成

u 多様なニーズに即した光観
光プログラムの開発と発信

l ブランディングプロモーション手法・ツールが整いつつ
ある

過去からの動き

『大阪光のまちづくり２０２０構想』のまとめ ①

光
の
都
市
軸

光
の
都
市
軸

光
の
暦

光
の
暦

光
百
景

光
百
景

◇花と緑の懇話会設立
（2002年）

◇光のまちづくり企画検討
委員会設立 （2004年）

・光のまちづくり基本計画
策定 （2004年）

◇光のまちづくり企画推進
委員会へ改称 （2004年）

◇光のまちづくり推進委員会
として新体制へ （2013年）

・書籍「光の景観まちづくり」
発刊 （2006年）

・大阪光のまちづくり2020
構想取り纏め （2010年）

写真左から
l 中之島ナイトビュークルーズ
l 北浜テラス （出典：水都大阪HP）

写真左から
l 大阪・光の饗宴
l 光のルネサンス （ウォールタペストリー）

写真左から
l ミールクーポン
l 書籍「光のまちをつくる」

l 民主導のまちづく
り・賑わいづくりを
推進～地域（民
間）とともに育む
夜間景観づくり

エリア別光のまちづく
り検討資料の策定

l 第１・２フェーズに
整備をしたライト
アップ機器が、第３
フェーズに更新時
期を迎える（LED）

l 更新時期を見据え
た照明設備の維
持・管理の仕組み
づくり

メンテナンス検討資料
の策定

２０２５年の国際博覧
会（万博）の開催が大
阪に決定

第２フェーズまでの成果と第３フェーズの取組み

２

l 光による景観づく
りの考え方やライ
トアップの技術的
側面をとりまとめ

光のまちづくり技術指
針改訂［第２版・策定］



光のまちづくりによる効果 〔中之島エリアを例として〕

l 堂島川・土佐堀川に囲まれ、水と緑に囲まれた豊かな自然環境を有する

中之島では、官民が一体となって光のまちづくりを進めてきました。

l その結果、目標としている水と光の魅力で世界の人々を惹きつけること、

「水と光の首都大阪」の実現に向け掲げた以下の方針が、中之島エリア

において見え始めています。

世界を魅了する夜間景観の形成

官民の資源を活用したイベント魅力的な夜間の視点場 民間ビルのライトアップの広がり 官民による調和のとれた光景観水辺・光を活用した民間ビジネス ナイトクルーズの増便

Ø 中之島での取組みを他のエリアにも広げ、光のまちづくりを推進することで、各

エリアのブランド価値向上につなげ、大阪をさらに魅力のある都市にしていくこと

が求められています。

Ø 大阪市エリアマネジメント活性化会議と連携して、エリア毎に特色のある光景観

の形成を推進するとともに、持続可能な開発目標（SDGs）の目標・考え方に基づ

く光景観の創造を目指します。

<中之島での成功例を他のエリアに拡大> <永続的な夜間景観の形成>

Ø 機器更新のタイミングで、効率的な更新ができるよう、官民が

活用できる機器更新の参考図書となるメンテナンス検討資料

の作成を進めています。

取組み①
エリア別光のまちづくり検討資料の策定及び技術指針の改訂

取組み②
メンテナンス検討資料の策定・公開

光のまちづくりの取組みの成果

Ø 世界に誇る「水と光のシンボル空間」の実現
Ø 水と光の広がりと厚みによる新たな魅力創造

官民が一体となって都市の価値向上を促す光景観を創造 橋梁・護岸ライトアップ

官民が一体となって
エリアの価値向上を
促す光景観を創造

Ø 誰もが憧れる「水と光の首都大阪」ブランドの確立
Ø 多彩な民の参画とビジネスの創出・活性化大阪市ウェブサイト「水と光のまちづくりの推進」より

「水と光の首都大阪」の実現に向け掲げた方針

更なる効果の拡大

『大阪光のまちづくり２０２０構想』のまとめ ② ３



※2030年をターゲットに、大阪・関⻄万博までに環境を整える意味で2024年を中間報告、以後万博効果の継続性を確認

４「大阪光のまちづくり2020構想」 ・ 「大阪光のまちづくり2030構想（案）」

2010年8月策定
大阪光のまちづくり２０２０構想

大阪光のまちづくり２０３０構想（案）

＜コンセプト（案）＞
大阪・光のまちづくり 「グランドデザイン」の強化を図りながら、日常の夜間景観を向上させ、光のまち大阪
を世界にプロモーションする。

新たな取り組みのための視点 期待される効果 については、次ページへ



＜コンセプト（案）＞
大阪・光のまちづくり 「グランドデザイン」の強化を図りながら、日常の夜間景観を向上させ、光のまち大阪を世界に
プロモーションする。

新たな取り組みのための視点

〇水辺・ベイエリア（夢洲等）の活性化

〇公共空間の活用（パークマネジメント・デジタルサイネージ等）

〇文化・歴史

〇ブランディング・プロモーション

〇エリアマネジメント

〇新技術・維持管理

〇ＳＤＧｓ

５「大阪光のまちづくり2030構想（案）」

期待される効果
②都市再生のための
ブランド⼒アップ

⑤新たな資産と誇りの
創出①経済効果の促進 ③都市活性化の促進 ④滞在型観光の拡大

大阪光のまちづくり２０３０構想（案）



６大阪・光のまちづくりグランドデザインのブラッシュアップ（案）

【光の都市軸】
（評価）中之島では官⺠⼀体となって光のまちづくりを進めてきた結果、「水と光

の⾸都⼤阪」の実現に向けた様々な効果が⾒え始めてきた。
（今後）引き続き、「⽔と光の⾸都⼤阪」のブランド確⽴を⽬指す。

既存エリアについては更なる深化、さらに新しいエリアへの拡大・拡張に
より、都市軸強化に向けた取組みを推進。

【光の暦】
（評価）大阪・光の饗宴等と連携した各エリアの

個性を活かす光プログラムが充実してきた。
（今後）

【光百景】
（評価）OSAKA-HIKARI.comにて、

情報発信。
（今後）マーケティングの要素も強化しつつ、戦略性

をもって、光のまち大阪のブランディング、
プロモーションを推進。(地域住⺠や来訪
者等の参画意識・認知度向上を図る)

【大阪光のネックレス構想】
「光の都市軸」、「光の暦」、「光百景」を3つのファクターとして
戦略化し、⼤阪独⾃のまちづくりを実践していこうというコンセ
ンサス（2004年策定）。

季節感の演出や、シンボリックな活動との連
動新しい大阪らしい文化軸の発掘など、
年間を通じたエリア連携を推進する。



７光のまちづくり推進委員会の取り組み内容（案）

〇光に関する様々な情報の発信（ｗｅｂ）
(案)各エリアの文化、日常・非日常のイベント情報の発信
(案)新技術に関する情報を発信
（「技術指針」等のアップデートを含む）

(案)景観施策の情報発信

〇光景観に関するルール作り
(案)エリアマネジメント団体との連携
(案)大阪の夜間景観プロモーション方法
(案)デジタルサイネージ等に関する取扱い

（まちに対する効果）

〇光の技術に関する情報収集・勉強会
(案)スマートライティング等の新技術
(案)夜間景観の好事例

〇他都市(海外含む)との交流・意⾒交換
(案)関⻄・光ネットワーク交流会議
(案)新しい都市機能における夜間景観についての意⾒交換

月 文化・イベント

４月 花⾒、Earth Day

５月 新緑

６月 夏至ライトダウン

７月 七夕、天神祭

８月

９月 秋分の⽇真⻄に沈む⼣⽇
〜ライトアップ〜

１０月 ピンクリボン（乳がん早期発⾒
等）

１１月 紅葉
オレンジリボン（児童虐待防止）

１２月 光の饗宴

１月

２月

３月

＜光の暦＞



 

 

 

 

 

 

 

 

議題（2）  

各局取り組みおよび進捗状況の報告について 
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記者資料提供（令和元年 10 月 24 日） 

教育委員会事務局博物館管理課 担当者名：浜田、大石 

TEL. 078-391-0035 

 

神戸の新たな過ごし方 

ライトアップされた神戸市立博物館でナイトタイムミュージアム 

いよいよ 11 月２日から 
 

  

神戸の都市魅力向上とナイトタイムエコノミー活性化の観点から、11 月２日（土曜）リ

ニューアルオープンの博物館でライトアップと毎週土曜日 21 時まで夜間開館を実施いたし

ます。 

また、旧居留地のミュージアムでも夜間開館を実施いたします。 

 

１．市立博物館の夜間開館 

 2019 年（令和元年）11 月２日（土曜）から毎週土曜日、21 時まで。（１月４日を除く。） 

 

２．旧居留地周辺ミュージアムの夜間開館 

2019 年（令和元年）11 月２日（土曜）、21 時までの夜間開館 

 ・神戸パールミュージアム 

 （神戸市中央区東町 122 番地、日本真珠会館１階） 

・KOBE とんぼ玉ミュージアム 

 （神戸市中央区京町 79 番地、日本ビルヂング２階） 

2019 年（令和元年）12 月 21 日（土曜）、21 時までの夜間開館 

・KOBE とんぼ玉ミュージアム 

 （神戸市中央区京町 79 番地、日本ビルヂング２階） 

 

３．市立博物館ライトアップ 

  季節やイベントに合わせ、カラーLED でおしゃれにライトアップします。  

   ライトアップされた市立博物館 
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報道記者向けご案内 

 

 神戸市立博物館ライトアップ点灯式 

  ライティングデザイナー長町志穂先生作成の様々なパターンを投

影。 

  日時：令和元年１１月２日（土） 

     17 時 30 分ごろ～18 時ごろ（点灯は 17:45） 

  場所：神戸市立博物館東側玄関前 

 

  注意：雨天時はセレモニーを中止し、様々なパターンの投影のみ行

います。 



 

神戸市立博物館ナイトタイムミュージアム 

 「ライトアップバリエーション」の投影 

 

神戸の都市魅力向上とナイトタイムエコノミー活性化の観点から、神戸

市立博物館では、毎週土曜日２１時までナイトタイムミュージアム（夜間

開館）を実施しています。 

１２月２１日から、毎週土曜日のナイトタイムミュージアムに合わせ、

様々なパターンのライトアップ（照明デザイナー：長町志穂先生）を投影

いたします。 

是非、神戸の都心のナイトタイムをお楽しみ下さい。 

 

神戸市立博物館ナイトタイムミュージアム    

毎週土曜日 ２１時まで 

ライトアップバリエーションの投影  

令和元年１２月２１日（土）から毎週土曜日 

   日没後 毎時０分～１５分 

   

 

 

＊通常は、一つのパターンのライトアップを投影（毎日２２時まで） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■広報課と連携した夜間景観の発信

Administrator
タイプライターテキスト
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4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

KOBE ライト

アップDAY

各地区の

イベント

季節の
イベント

■ライトアップ　年間スケジュール

税関線
沿道地区

旧居留地
地区

南京街
地区

中突堤
周辺地区

その他
都心地区

4/2

ライト ・ イット ・

アップ ・ ブルー

ME/CFS

世界啓発デー

神戸まつり

5/12

プロポーズの日

6 月第一日曜

5 月中旬

リレーフォーライフ

ジャパン神戸

6 月第二土曜

海の日

7 月第三月曜

世界アルツ

ハイマーデー

9/21

ピンクリボン

フェスティバル

10/1

バレンタインデー

2/14

ホワイトデー

3/14

いい歯の日

11/8

元旦

12/31 ～ 1/1

阪神淡路大震災

1.17 のつどい

1/17

神戸ルミナリエ

12 月上旬
　　　　～ 12/25

オレンジリボン

キャンペーン

11 月中

春節祭

1 月下旬
　　～ 2 月上旬

パープルリボン

キャンペーン

11/12

ブルーサークル

キャンペーン

11/14

KOBE 観光の日

10/3

世界エイズデー

12/1

神戸
ジャズストリート

10 月中

みなとこうべ

海上花火大会

8 月上旬

↓11/7（夜景の日）

1,000ｍ光の回廊

旧居留地ライトアップ

神戸ウミアカリ

神戸北野クリスマスストリート

ルミナリエ

Umie アイスマリーナ

スプラッシュ
ファンタジア

ランターンフェア 春節祭

Night Market

みなと神戸
海上花火大会

夜桜 花火 紅葉ライトアップ イルミネーションライトアップ

フラワーロード　光のミュージアム

ガス灯通り ・ せせらぎ通りのイルミネーション／メリケンパーク噴水広場

南京町　門のライトアップ

ヴィーナステラス内ベンチライトアップ

「BE KOBE」 モニュメント　ライトアップ／神戸大橋ライトアップ



SNS発信

■twitter(週1回更新） ■Face book（適宜更新）

【フォロワー数：2.7万人】 【フォロワー数：1.7万人】



■Instagram（適宜更新）

【フォロワー数：1.12万人】



記者資料提供（令和元年 11 月 29 日） 

神戸市都市局計画部景観政策課 西・西郷 

 TEL：078-595-6727 FAX：078-595-6805 

神戸市市長室広報戦略部広報課 本田・白木 

 TEL：078-322-5015 FAX：078-322-6007 

 

#神戸夜景が綺麗ですね Instagram キャンペーンを開催します！ 

 

  

神戸市は、日本三大夜景の一つであり、世界各国の外国人審査員から

「COOLJAPANAWARD2019」に選ばれた摩耶山掬星台の眺望やメリケンパークの風景をはじ

めとした、夜景が魅力的なまちです。 

Instagram（インスタグラム）では「 #神戸夜景 」のハッシュタグが 1.5 万件以上投

稿されているなど、非常に多くの人が普段より、神戸の夜景を楽しんでいます。また、

神戸では、港の風景だけでなく、北野坂や居留地の風情ある景観と明りの調和や、ルミ

ナリエやイルミナージュ、各種施設のライトアップ（KOBE ライトアップ DAY）など、多

種多様な夜の景色が楽しめます。 

そんな神戸の魅力あふれる夜景を発信するため、インスタグラムキャンペーンを開催

します。ぜひご応募ください。 

 

１．募集テーマ 

  「わたしが好きな神戸の夜景」 

 

２．募集期間 

  2019 年 12 月 1 日（日）～2020 年 2 月 16 日（日） 

 

３．参加方法 

１．神戸市広報課の公式アカウント「＠my.sweet.kobe」をフォロー。 

２．神戸市内で撮った「夜景」の写真を撮影。 

３．投稿に「#神戸夜景が綺麗ですね」のハッシュタグを付けて投稿。 

※応募規約を必ずご確認の上、ご応募ください。 

 

４．賞品について 

●最優秀賞 （1名） 

 神戸市ホームページに一定期間 掲載 ＋市内施設の入場券（下記のいずれか） 

●入選・各賞（約 20 名） 

  ・神戸ポートタワー 入場券 （2名 2組） 

  ・神戸船の旅 コンチェルト乗船券 （2名 2組） 

・umie モザイク大観覧車乗車券 （2名 2 組） 

  ・神戸ハーバーランド温泉 万葉倶楽部入館券 （2名 2組） 



  ・神戸煉瓦倉庫 オールド・スパゲティ・ファクトリー神戸店 2000 円分お食事券 

  （2 組） 

  ・六甲有馬ロープウェー 乗車券 （2名 2組） 

  ・まやビューライン（摩耶ロープウェー＆ケーブル） 乗車券 （2名 2組） 

  ・神戸市立博物館 コレクション展チケット （2名 2組）         

・神戸シーバススカイマリンクルーズ ペア乗船券 （2組）         

・六甲山観光㈱ 自然体感展望台 六甲枝垂れ入場券 （5組 10 名様） 

他 

※その他ノベルティあり 

 

５．当選発表について 

当選者には、神戸市広報課の公式アカウント「＠my.sweet.kobe」より、Instagram の

ダイレクトメッセージにて連絡いたします。 











 

 

 

 

 

 

 

 

議題（3）  

夜間景観形成実施計画の見直しについて 



神戸市夜間景観形成実施計画（都心・ウォーターフロントエリア）　検証・評価（案） 令和元年12月6日作成 【資料3-1】
赤字：前回からの変更点

(H23～H27年度） (H28～R2年度）　※新規整備のみ

1 ハード
 フラワーロードの照明整備
「光のミュージアム」

○
○

・神戸国際会館の南側から国道２号まで照明整備
・「KOBEライトアップDAY」に合わせた演出プログラム実施（継続）

○
○
○

・国道174号200ｍ区間の照明整備（新港突堤西地区）
・新神戸駅南側歩道約430ｍ区間の照明整備（H28）
・新神戸駅北側歩道約300ｍ区間の照明整備（H29）

2  鉄道高架下などへの光の演出
○
○
○

・三宮駅・鉄道高架下（JR部分）照明整備
・三宮駅・鉄道高架下（阪急部分）照明整備の検討
・阪神高速下照明整備の検討

○ ・三宮駅・鉄道高架下（JR・阪急部分）の照明整備（H28）

3  東遊園地や花時計などの照明整備
○
○

・花時計照明リニューアル
・東遊園地の照明整備に向け調整

○ ・本庁舎１号館ライトアップ

4  JR新神戸駅前の照明整備 ○ ・駅前広場のデザイン検討

5 ソフト  夜間の都心を楽しめるしかけづくり
●
○

・三宮駅南 1,000ｍの光の回廊の実施（三宮駅南・光のデッキ回廊委員会）（継続）
・フラワーロード 光のミュージアムでの「KOBEライトアップDAY」の特別ライトアップ
　（継続）

●
・「TIME TRIP COSMOS with PINK FLOYD」
（税関の中庭ライトアップ）（H31）

6 しくみ  光のガイドライン等の検討
 ・景観デザインコード
（コンセプト、誘導基準、ガ
イドライン）の設定

●

●

・税関線南側エリアでのガイドライン策定・運用開始
　　（フラワーロード美緑花推進協議会）
・税関線北側エリアで夜間景観勉強会の実施検討
　　（フラワーロード沿道まちづくり協議会）

● ・税関線北側エリアガイドライン作成（R1）

7 ハード  公共空間の照明改善
 ・民間建物などのライトアッ
プ演出の推進

○
○

・旧居留地エリア内での照明再整備の検討
・伊藤町筋の照明整備（北側）

○ ・旧居留地エリア内の照明灯を白色から電球色に更新

8 ソフト  大人が楽しめる落ち着いた夜の情景づくり

●○

●

●

・ライトアップ設備を有する施設へ再点灯の呼びかけ　（旧居留地連絡協議会）
　（神港ビルヂング、商船三井ビル）
・旧居留地フェスティバル開催（株式会社大丸松坂屋百貨店）（継続）
（①ライトアップフォトコンテスト、②トワイライトライブ、③旧居留地ライトアップ（大丸
本館、旧居留地38番館、商船三井ビル、神港ビルヂング、チャータードビル、旧神戸居留地15
番館、あいおいニッセイ同和損保ビル））
・神戸ルミナリエ（継続）

○
○
○
●

・神戸市立博物館開館時間一部延長
・旧居留地ナイトマーケット
・夜の博物館巡り（神戸市立博物館）
・Friday Night in 神戸旧居留地

9 しくみ  光のガイドライン等の検討
●
●

・屋外広告物ガイドラインの運用（旧居留地連絡協議会）
・夜間景観ガイドラインの検討開始（旧居留地連絡協議会）

○● ・ガイドライン作成・運用（H28～）

10 ハード  南京町広場での光の演出

・公共空間の照明改善（道路
灯の電球色への球替、ゲート
部彫刻のライトアップなど）
 ・細街路のゲートでの光の演
出

● ・南京町広場のあづまや、楼門等の照明改善（南京町商店街振興組合） ● ・長安門LEDライトアップ

11 ソフト  店舗と連携した活気あふれる賑わいづくり ・ 閉店後の夜間景観への配慮
●○

●

・南京町ランターンフェア、春節祭、中秋節でのランタン設置等の実施（南京町景観形成協議
会）（継続）
・春節祭にて夜間の時間帯も獅子舞や龍舞など開催（南京町商店街振興組合）（継続）

12 しくみ  光のガイドライン等の検討 ●○ ・「南京町あかりの会」を設置し、あかりのガイドラインの検討（南京町景観形成協議会） ○● ・あかりのガイドライン作成・運用

13 ハード  ポートセンター街園での光の演出 ● ・クリスマスシーズンにポートセンター街園で光の演出（乙仲通界隈プロジェクト委員会）

14  公共空間の照明改善 ○ ・道路灯の電球色への球替

15 ソフト  店舗と連携したレトロな賑わいづくり

16 しくみ  光のガイドライン等の検討

Ｎｏ   実施計画　（具体的項目）重点地区

税関線
沿道地区

旧居留地地
区

南京町
地区

乙仲・海岸
通地区

取り組み状況目標年次　2020年
見直しによる追加項目（案）
※項目は随時見直ししていく

評価検証コメント

　夜間景観形成のパイロット事業の一つである「フラワーロード光の
ミュージアム」は、全長2.1㎞が計画され、進捗している。花時計や三宮
駅・鉄道高架下も同様の光のコンセプトで整備され、一体的な演出が施
されており、夜間景観実施計画の中心的な事業として成果が出ている。
→KIITO前や新神戸駅前など路線の南北でさらに整備を進めるとともに、
鉄道高架下でスポット的な取り組みも実施している。

　また、神戸市夜間景観形成実施計画推進委員会により、神戸の歳時記
に併せた光の演出「KOBEライトアップDAY」が選定され、その後、行政に
より、それに合わせた色が可変する演出プログラムが「フラワーロード
光のミュージアム」で実施されている。その他、地域団体によるクリス
マスシーズンでの「光の回廊」の実施など、夜間の都心を楽しめるしか
けづくりが進んでいる。

　さらに南側の区域で、地域と行政が協働で検討・作成した、地域の自
主ルールである「まちのあかりのガイドライン」の運用が開始され、今
後、民間事業者による照明改善を誘導するしくみづくりが整っている。
北側の地域団体でも、「夜間景観形成支援制度」を活用し、照明専門家
からアドバイスを受けながら、地域の学生とともにまち歩き・現地調査
を実施した後、「まちのあかりのガイドライン」を検討・作成し、運用
が開始されている。

　今後も、「光のミュージアム」事業を中心に、JR新神戸駅前への展開
や平成27年9月に策定された三宮「再整備基本構想」を反映した取り組み
が期待される。

　公共空間の照明改善として、伊藤町筋の街路灯の一部をLEDの電球色と
した整備に着手。旧居留地エリア内は、京町筋の整備を残して電球色へ
の更新が完了する予定（R1年度中）。

　また、地域と行政がともに、民間建物への再ライトアップを働きか
け、再点灯された施設がでてきている。その後、事業者による旧居留地
内の複数の施設による期間限定の特別色ライトアップイベント開催へ展
開している。地域団体と連携した更なる取り組みが期待される。

　さらに、民間の建物も旧居留地のブランドを意識した落ち着いた風格
のある意匠が施されているが、地域が主体となって作成した夜間景観ガ
イドラインなどによる更なる魅力的な夜間景観形成が期待される。

　地域団体により、あづまやや楼門、長安門のライトアップが改善され
中国風情緒溢れる個性的な夜間景観が形成されるなか、「夜間景観形成
支援制度」を活用して、春節祭、中秋節やランターンフェア時に、南京
広場や通り沿いにランタンを設置し、更なる華やいだ雰囲気の演出が図
られている。
　そのほか、地域団体により夜間景観のガイドラインづくりが作成さ
れ、運用が開始されている。
　今後も南京町らしい活気ある賑やかな光の演出づくりが期待される。

　公共空間の照明改善として、主要な通りの街路灯を電球色への球替え
や未設置箇所への整備が完了し、明るく温かみのある通りの演出が施さ
れた。

　地域団体によるポートセンター街園での光の演出や、各店舗前でのイ
ルミネーションも、クリスマスシーズンに実施された。しかし、ポート
センター街園での演出は、周辺を道路に囲まれた公園のため道路交通の
安全確保や、開催経費が課題となり現在は中止している。

　今後は、ポートセンター街園のライトアップの復活や、クリスマス
シーズンに限らない個々の店舗などによる個性的なあかりの演出が図ら
れることに期待される。

取り組み主体

●：地域団体等

○：行政

取り組み主体

●：地域団体等

○：行政
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(H23～H27年度） (H28～R2年度）　※新規整備のみ

Ｎｏ   実施計画　（具体的項目）重点地区

取り組み状況目標年次　2020年
見直しによる追加項目（案）
※項目は随時見直ししていく

評価検証コメント取り組み主体

●：地域団体等

○：行政

取り組み主体

●：地域団体等

○：行政

17 ハード
 エッジを際立たせ、水辺に映り込む光の演
出

18  水際空間の魅力アップ

・メリケンパークでの夜間景
観の検討
・神戸ポートタワー等の水際
空間のランドマークの照明整
備

●○
●○

○

・メリケンパークでの夜間景観の検討（メリケンパーク協議会）
・連携した神戸港の夜間ライトアップ点灯時間の延長（23時30分）
　（神戸ポートタワー、神戸海洋博物館、神戸大橋、神戸メリケンパークオリエンタルホテ
ル、ホテルオークラ神戸、ホテル ラ・スイート神戸ハーバーランド）
・ポートセンター街園のクリスマスイルミネーション

19
 海へいざなう「ゲート」を含む動線への光
の演出

・メリケンパーク夜間景観の
検討（東側エントランス部な
ど）

○
○

・メリケンパーク夜間景観の検討(メリケンパーク東側エントランス部など)
・ポートタワーへの歩道ライトアップ

○ 合同庁舎南プロムナード整備

20 ソフト  物語性を意識した新たなしかけづくり

●○

○
●
●

・みなとまち神戸ロマンティック事業との連携強化（ＹＯＫＯＳＯみなとまち神戸コンソーシ
アム）
・おとな旅神戸の「夜景を巡るツアー」で、「船」のサプライズライトアップの実施
・「世界自閉症啓発デー」に合わせ、船のライトアップ（早駒運輸株式会社）
・「KOBEライトアップDAY」に合わせた特別ライトアップ（神戸ポートタワー、神戸海洋博物
館）（継続）

○

●
○

・クリスマスツリーイベント中、夜間のクルーズ便実施（H29)
　→メリケンパークにて音楽ライブや野外映画上映（昼夜）
・「078」クロスメディアイベント
・噴水広場（メリケン）音楽とLED照明による噴水演出

21 しくみ  光のガイドライン等の検討

22 ハード  ハーバーランド煉瓦倉庫周辺での照明整備
 ・みなとを象徴するクレーン
などの港湾施設のライトアッ
プ

○

○
○

・煉瓦倉庫周辺の夜間景観演出（煉瓦倉庫ライトアップ、デッキ影絵、ミスト演出など）
　（継続）
・神戸ガス燈通り 歩道照明リニューアル
・はね橋の改修LED化

○ ・神戸ガス灯通りイルミネーション
  （H29リニューアル整備完成）

23
 エッジを際立たせ、水辺に映り込む光の演
出

24  水際空間の魅力アップ
●○ ・連携した神戸港の夜間ライトアップ点灯時間の延長（23時30分）

　（神戸ポートタワー、神戸海洋博物館、神戸大橋、神戸メリケンパークオリエンタルホテ
ル、ホテルオークラ神戸、ホテル ラ・スイート神戸ハーバーランド）

25
 海へいざなう「ゲート」を含む動線への光
の演出

○
○

・「デュオこうべ浜の手」リニューアル（エントランスの整備）
・【再掲】神戸ガス燈通り 歩道照明リニューアル

● ・せせらぎ通りリニューアル

26 ソフト  物語性を意識した新たなしかけづくり
・神戸ガス燈通り歩道照明な
どでの「KOBEライトアップ
DAY」との連携

●
●

●

●
●
●
●

・umie Splash Fantasia（神戸ハーバーランドumie）（継続）
・神戸ウミアカリ開催（H27.11/13～12/25）（ハーバーランド運営協議会など）（継続）
　（デュオこうべ、プロメナ神戸、神戸ハーバーランドumieセンターストリート、アニヴェル
セル神戸、神戸ハーバーランドumieモザイク、コンチェルト、ハーバーウォーク、はね橋、神
戸煉瓦倉庫、神戸ガス燈通り、カルメニ、ハーバーセンター）
・ハーバーランドの夜景紹介サイトページ「HARBOR NIGHT」開設（ハーバーランド運営協議
会）
・「KOBEライトアップDAY」に合わせた特別ライトアップ（モザイク大観覧車）
・煉瓦倉庫東広場イルミネーション（神戸ハーバーランド株式会社）
・ハーバーランドモザイク大観覧車の表示コンテンツのリニューアル（三菱倉庫株式会社）
・神戸プロポーズの日（6月第1日曜日、神戸ハーバーランドｕｍｉｅ）

●
●

・ｕｍｉｅ　スプラッシュファンタジア
・ｕｍｉｅ　アイスマリーナ

27 しくみ  光のガイドライン等の検討

28 ハード
 デザイン・クリエイティブセンター神戸の
魅力的な照明整備

○
●

・新館東側部での照明整備
・旧館西側部での照明整備(KIITO)

○
○

・阪神高速北側桁側面、国道174号 200ｍ区間のライトアップ
・光のミュージアム延伸（国道２号から第３突堤基部まで）

29  神戸大橋のライトアップリニューアル
○
○

・神戸大橋ライトアップリニューアル
・神戸大橋　上空照射 特別演出（継続）

○ ・浜手バイパス橋脚ライトアップ、舗装の美装化

30  櫛形の突堤を活かした光の演出 ○ ・新港第１突堤 緑地のライトアップ ○
・新港第１突堤基部 緑地のライトアップ（シェルターポールライ
ト等整備）

31 ソフト
 デザイン・クリエイティブセンター神戸な
どとの連携事業の推進

● ・夜間時間帯にセミナー、イベントなどを実施(KIITO)（継続）

32 しくみ  光のガイドライン等の検討

33 ハード  ポーアイしおさい公園の魅力アップ ・視点場ライトアップ整備
○  ・ポーアイしおさい公園の再整備

　　「BE KOBE」モニュメントの設置・ライトアップ

34 ソフト
 ポーアイしおさい公園で楽しめるしかけづ
くり

・大学との連携したしかけづ
くり

35 しくみ  光のガイドライン等の検討

中突堤
周辺地区

（ハーバー
ランド周

辺）

新港突堤西
地区

ポートアイ
ランド
西地区

中突堤
周辺地区

（メリケン
パーク周

辺）

　デザイン・クリエイディブセンター神戸では、行政が東面を照明演出
整備した後、事業者が西面を同様のコンセプトで整備することで一体的
な演出が実現している。
→国道２号からＫＩＩＴＯまでの光のミュージアム整備が完了した。
　また、神戸港の夜景のシンボルの一つである「神戸大橋のライトアッ
プリニューアル」が完成。クルーズ客船の夜間入出港時や「KOBEライト
アップDAY」等に合わせ、神戸大橋の四隅から天空に向けて光の柱を放つ
「上空照射」の特別演出も実施されている。

　さらに、新港第１突堤では、複合施設もオープンしたほか、今後も第
１突堤基部再開発事業において、水際の緑地広場を整備し、一部供用開
始。
緑地広場では、魅力的な夜間景観の創出のため、水面に映る明かりの見
え方に配慮した手すり照明等の整備を行った。
　また、第３突堤基部に、神戸ポートオアシスの開業し、建設局と連携
し国道2号から第３突堤基部まで光のミュージアムを延伸し夜間景観にも
配慮した周辺整備を行った。

　夜間景観形成に取り組む地域団体がないことや、視点場へのアクセス
等の課題があるものの、ポーアイしおさい公園の賑わいづくりの一環と
して、優れたロケーションを最大限活用した飲食店の出店、またそれに
伴い、新たな「BE KOBE」モニュメントを設置し、夜間景観の魅力アッ
プを図っている。
　神戸港全体を眺める海側からの夜景の視点場として、魅力的な資源が
ある地区なので、今後は周知を含め、視点場を活かした取り組みが必要
である。

　事業者により期間限定で船のライトアップ演出や、事業者と行政が連
携し、神戸港の夜間ライトアップ点灯時間の延長が実施されている。

　
　また、完成から30年を迎え神戸開港150年（平成29年）を契機に、さら
に魅力あるウォーターフロント空間として、これまで以上にたくさんの
市民や観光客が集い賑わう公園とするため、全面的にリニューアル。夜
間景観の整備等を行った。その中でも、フォトスポットとして設置した
「BE KOBE」モニュメントでは、ライトアップ演出を行い、若者による
SNSなどを通じて、神戸の新たな観光拠点となっている。リニューアル効
果により、市民や訪日外国人を含む観光客が多く訪れ、また数多くのイ
ベントも開催されるなど、昼夜を問わず賑わっている。

　ハーバーランドのランドマークである「煉瓦倉庫周辺での照明整備」
が順調に進捗しており、一定の成果が見られる。
→リニューアルの完成
　また、「umie Splash Fantasia」など水際での光のイベントや、ハー
バーランド地区内の複数の施設で期間限定のイルミネーションの開催、
光のエンターテイメントの代表である観覧車の演出コンテンツのリ
ニューアルなど事業者による新たなしかけづくりが継続して実施されて
いる。そして、地域団体による夜景紹介サイトページでの情報発信も展
開している。

　さらに、事業者と行政が連携し、神戸港の夜間ライトアップ点灯時間
の延長が実施されており、ハーバーランド周辺エリアで一体となったに
ぎわいづくりが図られている。

　今後も、ライトアップ施設同士の取り組みである「KOBEライトアップ
DAY」との更なる連携が期待される。

○

●
○

・メリケンパークのリニューアル
　「BE KOBE」モニュメント
　　噴水広場
　　床面LED照明
　　水際階段部、手摺LEDライン照明 など
・世界一のクリスマスツリー（H29.12）
・かもめりあライトアップ（改修）
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(H23～H27年度） (H28～R2年度）　※新規整備のみ

Ｎｏ   実施計画　（具体的項目）重点地区

取り組み状況目標年次　2020年
見直しによる追加項目（案）
※項目は随時見直ししていく

評価検証コメント取り組み主体

●：地域団体等

○：行政

取り組み主体

●：地域団体等

○：行政

36 ハード  ランドマークなどのライトアップ推進

●○

●

・【再掲】ライトアップ設備を有する施設へ再点灯の呼びかけ
　（旧居留地連絡協議会）（神港ビルヂング、商船三井ビル）
・人と防災未来センター 全面ライトアップ（（公財）ひょうご震災記念21世紀研究機構）

37  ゲート景観の創出
●

・【再掲】南京町広場のあづまや、楼門等の照明改善（南京町商店街振興組合）

38  まちなかでの視点場づくり ○ ・【再掲】新港第１突堤 緑地整備

39  公共空間の照明改善 ○ ・北野坂樹木照明のLED化の実施
○

○

・元町5丁目アーケードリニューアル工事に伴うアーケード内照明
の整備
・三宮プラッツの再整備

40  案内サインの改善 ○ ・既存の施設の更新時などに整備検討

41
 都心・ウォーターフロントを眺める視点場
の魅力アップ

○ ・ヴィーナステラスの視点場整備

42 ソフト
 季節や時間などテーマ性を意識した総合的
な光の演出

○ ・「KOBEライトアップDAY」の選定
・ライトアップDAYの追加（5件）
・SNSキャンペーン

43  既存のイベントの連携強化

○
●○

●
●
●

●○

●
●
●
●
○
●

●○
○

・神戸ビエンナーレ2015　東遊園地にて夜間展示
・夜景サミット開催期間中の特別イベント（（一社）夜景観光コンベンション・ビューローな
ど）
　①東遊園地 日本を代表するイルミネーション集結
　②夜景サミットウィーク（H27年10/3～12）中に市内の店舗等と特典企画で連携

・三宮駅南・光のデッキ回廊委員会とフラワーロード沿道まちづくり協議会とのメッセージ交
換
・センターサウス演出照明設置「ナイトミュージアム」
・センターサウス照明改善（白色→電球色）

・相楽園 「にわのあかり」（にわのあかり実行委員会、市民ボランティア、神戸市立相楽園な
ど）（継続）
＜クリスマスシーズン　イルミネーション＞
・【再掲】三宮駅南1,000ｍの光の回廊（三宮駅南・光のデッキ回廊委員会）（継続）
・【再掲】南京町ランターンフェアでのランタン設置等の実施（南京町景観形成協議会）（継
続）
・【再掲】神戸ウミアカリ開催（H27.11/13～12/25）（ハーバーランド運営協議会など）（継
続）
・神戸北野クリスマスストリート（北野・山本地区をまもり、そだてる会）
・北野坂街路樹イルミネーション・北野異人館ライトアップ（継続）
・三宮中央通りのイルミネーション施設（三宮中央通りまちづくり協議会）
・ヴィーナステラス「Love Lock Kobe Ai Kagi」（すわやまの会）
・みなと神戸海上花火大会（継続）

○
○
●

●
○
●

・浜山小学校前プロムナード照明
・新川運河キャナルプロムナード照明、イルミネーション
・イオンモール神戸南「WATER FANTASIA KOBE」

・三宮センター街2丁目商店街の「ナイトミュージアム」
・ヴィーナステラスライトアップ
・ナイトタイムエコノミー事業
　（神戸ナイトサーフィン、生田コレクター）

44  都心夜景10選のPR

○
○
○

・都心夜景10選の選定・マップの作成・配布
・神戸市HPおよび「FeelKOBE」の夜景サイトにてPR、およびスマホ対応化
・スマートフォンのアプリ「KOBEまちの安全・安心アプリ～かもめんNAVI～」へ10選掲載

○ ・10選マップ多言語化

45  魅力的な夜景観光商品の開発 ・夜景の語り部の育成
●○
○

・夜景バスツアー＆JAZZの企画実施。
・おとな旅・神戸の「夜景を巡るツアー」の実施等

46  夜景鑑賞バスなどによる回遊性の向上

○

○

○

○

・ヴィーナスブリッジや中突堤など都心夜景をバスで巡る夜景バスツアーの実施。毎週土曜（2
～3便）（継続）
・ケーブルカーで行く「六甲山1,000万ドルの夜景ガイドツアー」（サミット特別イベント）
（継続）
・シティー・ループバスの営業時間を延長し、神戸港・市街地エリアからまやケーブル下まで
のガイド付きバスの運行（サミット特別イベント）
・ボンネットバスで行く市内夜景ツアー（サミット特別イベント）

○
・シティ・ループバスの夜間特別運行（H29)
　（開港150年記念）

47  情報発信の充実

・10選マップや夜景サイトの
多言語化による海外・外国人
等へのPR

・FaceBookなどのSNSを活用し
た情報発信

・「日本新三大夜景都市」の
PR
・夜間景観形成の取り組み
アーカイブ

○
○
○

○
○

●○
●

●

・神戸の夜間景観形成に関するパネル展示
・「神戸市夜間景観Neｗs」年１回発行・配布（継続）
・神戸公式観光サイト「FeelKOBE」の夜景サイト「神戸夜景 KOBE Jewelry Box」の充実化、ス
マホ対応
・神戸都心夜景10選関連HPの充実化
・タウンページ 「街情報」（H25）、新聞の小冊子「読売LifeH26年2月号」、「Kiss Press
2013.Feb」などへ掲載
・ラジオ（Kiss FM KOBEなど）での情報発信
・【再掲】ハーバーランドの夜景紹介サイトページ「HARBOR NIGHT」開設（ハーバーランド運
営協議会）
・「日本新三大夜景都市」に認定（（一社）夜景観光コンベンション・ビューロー）

○ ・SNSキャンペーン

48  事業者、子どもなどへの普及啓発 ○ ・こうべまちづくり学校 講座「夜間景観学」の開催

49  夜間景観形成支援制度の創設

●○
●○
●○
●○

●○
●○
●○
●○

①地域団体等へアドバイザーを派遣
・三宮センター街2丁目商店街振興組合「夜の商店街ミュージアム計画検討」
・フラワーロード沿道まちづくり協議会「神戸電子専門学校学生と勉強会・現地調査」
・北野・山本地区をまもり、そだてる会「北野坂照明改善の方策検討」
・メリケンパーク協議会「夜間景観形成に関する将来ビジョン提案」

②整備等への助成
・㈱北野美術館「北野美術館ライトアップ照明改善」
・センターサウス町おこし会「センターサウス街灯改善」
・南京町景観形成協議会「南京町広場・楼門のライトアップ提灯設置」
・三宮中央通りまちづくり協議会「三宮中央通りのイルミネーション施設」

①地域団体等へアドバイザーを派遣
・フラワーロード沿道まちづくり協議会
・メリケンパーク協議会「夜間景観形成に関する将来ビジョン提
案」

②整備等への助成
・【再掲】南京町景観形成協議会「長安門のライトアップ整備」

50 しくみ
 対象エリア全体での夜間景観誘導基準等の
検討

○ ・ヴィーナステラスからの眺望景観誘導基準（夜間景観）検討

全体での取
り組み

　重点地区で着実に整備が進捗する中、重点地区以外でも、HAT神戸
のランドマーク「人と防災未来センター」の全面点灯や、みなとまち神戸
らしい夜間景観を望むことができる視点場「ヴィーナステラス」のライト
アップ整備・眺望景観形成誘導基準が検討されており、対象エリア全体
での魅力的な夜間景観づくりを進めてきた。

　また、「計画推進委員会」が選定した「都心夜景10選」は、多くのメディ
アに取り上げられ、神戸の都心夜景の魅力を発信する主要なツールと
なっている。そして、まち歩き用に作成した「都心夜景10選マップ」は、増
刷を重ね5万部を配布しており、好評を得ていると言える。
　その他、選定した「KOBEライトアップDAY」は、複数のライトアップ施設
が連携することで、季節や時間などテーマ性を感じられる光の演出と
なっている。

　さらに、支援制度による地域団体への照明専門家の派遣・整備等助成
では、普及啓発だけでなく、専門的なアドバイスや照明デザインの提案
を受けることで、ルールづくりや整備の実現へ向けた地域の取り組みの
流れをつくり出しており、効果は大きい。

　最後に、これら実施計画の取り組みには、　地域、事業者、行政等が
各所で連携し合い、魅力的な夜間景観づくりに厚みを生み出していかね
ばならない。その調整をはかる場である「計画推進委員会」は、今後もそ
の役割の中心を担い、神戸の都市ブランド力を高めるため、実施計画を
着実に進捗させていくことが求められる。

＊今後追記予定

○ライトアップDAY対応施設

１．ハーバーランド線照明灯（ガス灯通り）

２．ポートターミナル西デッキ

３．兵庫運河新川プロムナード

４．BE KOBEモニュメント（メリケンパーク）

５．BE KOBEモニュメント（しおさい公園）

６．六甲アイランド・リバーモール

７．メリケンパーク

８．かもめりあ

９．フラワーロード（光のミュージアム）

10.神戸大橋

11.錨山電飾

12.市役所１号館

13.明石海峡大橋

14.神戸市立博物館
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ヴィーナステラスの照明改善ヴィーナステラスの照明改善
ベンチライトアップ整備ベンチライトアップ整備
ヴィーナステラスの照明改善
ベンチライトアップ整備

南京町ランターンフェア・春節祭
長安門、あづまやライトアップ
南京町ランターンフェア・春節祭
長安門、あづまやライトアップ

乙仲通の照明改善乙仲通の照明改善

中突堤の照明改善中突堤の照明改善中突堤の照明改善

かもめりあかもめりあ
ライトアップ整備ライトアップ整備
かもめりあ
ライトアップ整備

フラワーロード
光のミュージアムの整備
フラワーロード
光のミュージアムの整備

フラワーロード
光のミュージアムの整備
フラワーロード
光のミュージアムの整備

フラワーロード
光のミュージアムの整備
フラワーロード
光のミュージアムの整備

鉄道高架下ライトアップ鉄道高架下ライトアップ

阪神高架下ライトアップ阪神高架下ライトアップ

デザイン・クリエイティブデザイン・クリエイティブ
センター神戸センター神戸
入口部ライトアップ入口部ライトアップ

デザイン・クリエイティブ
センター神戸
入口部ライトアップ

旧居留地の照明改善旧居留地の照明改善
（一部未着手：R1 年度中に完了予定）（一部未着手：R1 年度中に完了予定）
旧居留地の照明改善

（一部未着手：R1 年度中に完了予定）

神戸大橋の特別演出照明神戸大橋の特別演出照明

しおさい公園
「ＢＥＫＯＢＥ」モニュメント

メリケンパークの再整備

プロムナードの整備プロムナードの整備プロムナードの整備

新港第１突堤緑地の整備新港第１突堤緑地の整備新港第１突堤緑地の整備

メリケンパークの再整備神戸ガス燈通り神戸ガス燈通り
歩道照明リニューアル歩道照明リニューアル
神戸ガス燈通り
歩道照明リニューアル

ハーバーランド煉瓦倉庫周辺整備ハーバーランド煉瓦倉庫周辺整備ハーバーランド煉瓦倉庫周辺整備

センターサウス照明改善センターサウス照明改善センターサウス照明改善

みなと神戸海上花火大会みなと神戸海上花火大会

神戸ガス燈通りイルミネーション神戸ガス燈通りイルミネーション

神戸ルミナリエ神戸ルミナリエ

乙仲通

三宮中央通り
イルミネーション
三宮中央通り
イルミネーション

1,000m 光の回廊1,000m 光の回廊

北野坂イルミネーション北野坂イルミネーション

北野美術館ライトアップ北野美術館ライトアップ北野美術館ライトアップ

ポートセンター街園のポートセンター街園の
クリスマスイルミネーションクリスマスイルミネーション
ポートセンター街園の
クリスマスイルミネーション

ハード事業

ソフト事業 (継続 )ソフト事業 (継続 )ソフト事業 (継続 )

ハード事業

神戸市夜間景観形成実施計画（都心・ウォーターフロントエリア）

これまでの取り組みプロット図

※Ｒ１年度時点（今後Ｒ２年度分も追加予定）

2019 年 12 月 6 日

Administrator
タイプライターテキスト
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フラワーロード沿道まちづくり協議会    1/1 

神戸市夜間景観形成実施計画推進委員会 

フラワーロード沿道まちづくり協議会 

 

 

1 神戸市夜間景観形成実施計画推進委員会の参加団体の連携案について 

 富田泰行氏の専門誌への投稿記事「地域アイデンティティをつくる光」から、

下記の照明デザインコンセプトについて、検討しようとしています。 

 □ランドマークを際立たせる 

  →橋梁を活かす 

  ⇒神戸大橋、三宮高架、加納町陸橋を連携する。 

  ＊夜：橋の本体を照らし、浮遊感を演出する。 

  ＊昼：夜間照明に合わせて、橋脚を黒色とし、浮遊感を演出する。 

 □光の可変性を活かす 

  →夏は白色光、冬は暖色系、春秋は温白色とする。 

 □神戸の独自性をもたせる 

  →海から、及び山からの景観を活かす。 

  ⇒海上から見て、都心 7 地区が特に輝くようにする。 

  ⇒ハーブ園、ビーナス・ブリッジから見て、都心 7 地区が特に輝くように

する。 

 □都市の景としてのライトスケープ 

  →屋外広告も考える。 

  ⇒ 三宮駅前景観連絡協議会 と連携する。 

□富田泰行氏「賑わいの側面だけの強化ではなく、地となる普段の風景を含め 

たトータルな視点として、わが街の光環境計画を描くことも有効な方策であろ 

う。」から 

１ LED 照明運用プログラム（基本照明） 

→夏は白色光、冬は暖色系、春秋は温白色とする。  

２ LED 照明年間プログラム（年間イベント対応） 

→ライトアップデーを、都心 7 地区が連携する。 










